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「第２６回　ＩＮＣＨＥＭ　ＴＯＫＹＯ　２００７」への出展について

　当社（社長：西尾　進路）は、１１月６日（火）から開催される「第２６回　ＩＮＣＨＥＭ　ＴＯＫＹＯ　２００７」（主催：社団法人化学工

学会、社団法人日本能率協会）に、バイオマス燃料についてのブースを出展するとともに、地球温暖化防止に向けた取り組み

やバイオマス燃料について、当社関係者が講演をいたしますのでお知らせします。

　「ＩＮＣＨＥＭ　ＴＯＫＹＯ」は、産業の競争力強化・活性化・創生につながる展示会を目指し複数の専門展示会からなる化学技

術複合展として、①プラントショー、②先端材料展、③製造業環境・エネルギー対策展と、関連する特別企画やシンポジウムよ

り構成されており、4日間で８万人以上の来場者が見込まれています。今回の特別企画には、地球温暖化対策およびエネルギ

ー多様化の観点から、いま最も注目されている「バイオマス転換・利活用」技術が取り上げられております。

　当社ブースでは、バイオマス燃料を中心に当社技術の製品を展示し、ご来場の皆様にバイオマス転換技術への取り組みに

ついてＰＲをしてまいります。また、併催のシンポジウムでは、新日本石油精製株式会社 常務取締役 前原義彦が「新日本石

油における地球温暖化防止の取組み」について講演を行います。さらに出展者による製品・技術セミナーとして、当社 研究開

発企画部副部長 斎藤健一郎が「次世代バイオマス燃料の開発」と題したプレゼンテーションを実施します。

　当社は、行動指針として「Ｅｎｖｉｒｏｍｅｎｔａｌ　Ｈａｒｍｏｎｙ（地球環境との調和）」を掲げており、今後も、地球環境保全に寄与する

商品の開発・製品化に挑戦し続けることで、人々から最も支持される総合エネルギー企業を目指してまいります。

記

1.名　　　称：第２６回　ＩＮＣＨＥＭ　ＴＯＫＹＯ　２００７

2.開催期間：１１月６日（火）～９日（金）１０：００～１７：００（最終日は１６：３０まで）

3.会　　　場：東京ビッグサイト（東京都江東区有明３－２１－１）

4.当社出展概要：

（１）ブース
 

　 　 ①展示内容：バイオマス燃料（ＥＴＢＥ、ＢＨＤなど）について
 

　　　②展示場所：東１ホール　小間番号Ｄ１２

（２）講演
 

　　　①内　容：「新日本石油における地球温暖化防止の取組み」
 

　　　②説明者：新日本石油精製株式会社 常務取締役 前原義彦
 

　　　③日　時：１１月８日（木）１０：００～１２：５０
 

　　　④場　所：会議棟６Ｆ

（３）プレゼンテーション
 

　　　①内　容：「次世代バイオマス燃料の開発」
 

　　　②説明者： 新日本石油株式会社　研究開発企画部副部長 斎藤健一郎
 

　　　③日　時：１１月８日（木）１３：００～１３：５０
 

　　　④場　所：東１ホール特設ステージ

以上


